


りにくい点のあること、わが国では興味を持つ人がいない

のか、どの分野でもほとんど研究の対象ともされていない

のが実情である。 MI理論で米国および世界中を虜にして

いるガードナーがやっていることは、先を読み、メッセー

ジが込められているだけに、グッドワーク・プロジェクト

をできる限り解読してみたい。

11 グッドワークを考えだした3人の学者たちとその関連性

1 .グッドワークの概念が生まれた経緯

ガードナーは、1994年9月-1995年6月のアカデミツク・

イヤーを、サパテイカル(研究者に与えられる研究休暇)

にあて、スタンフォード大学の行動科学高等研究所

(CASBS: Center for Advanced Study in the Behavioral 

Sciences)のある、カリフォルニア州パロアルト(Palo 

Alto )で過ごしている。同時期、チクセンミハイも同研

究所で過ごしており、この時、サパテイカルでスタンフォー

ドに滞在したのが、後に「グッドワーク」の共同研究をは

じめるきっかけとなったのである。彼らは、西海岸の気候

の良いパロアルトで別々な研究に取り組んで、いたが、同じ

パロアルトにあるスタンフォード大学のデーモンもよく集

まっては、雑談や研究について語り合っていた。(一年後、

チクセンミハイは、『創造性について.13)を著し、ガードナー

は『創造性する精神.14) を出版している。)

ガードナーは、個人と社会における価値判断の問題に取

りつかれていた。ガードナーが考える、グッド・ワーカー

と呼べる人たちは、新聞社主のキャサリン・グレアム、チェ

ロ奏者のパブロ・カザルス、環境問題をいち早く問題とし

たレイチェル・カーソン、科学者のジョナス・ソーク、野

球選手のジャッキー-ロビンソン、ジョン・ガードナー(ガー

ドナーとは親戚でない)である。これらの人々のように、

倫理観に裏打ちされたグッドワーカーとそうでないパッド

ワーカーになる分れ道は何なのであろうか。

ある日の午後、 3人が、我々は、それなりの仕事をして

きたが、世界の前途を思うと、何か社会に対して慈善的な

仕事はできないものか。現実には技術的に優秀であるだけ

でなく、倫理的、道徳的に責任のある仕事をしている人も

多くみられる。時代は、テクノロジーの進歩によって、わ

れわれの時間、空間の感覚が激変している。そのような時

代であるからこそ「グッド・ワーカー」を必要とするので

はないか。個々人の倫理観の持分の大小はあるものの、倫

理面で責任を持とうと努力する人と、金銭的、世間的成功

や権力しか視野にない人とのあいだ、には明らかに違いがあ

る。能力や利益が先走りするだけではない、倫理観がもう

少しJL.'の変革に密接に結びつくような研究は出来ないもの

であろうかと考えたのであった。そこで、 3人は、倫理的、

道徳的に責任のある仕事についてのグッドワークを研究し

てみようという結論に達したのである5)。

2. ガードナーの専門性と研究

次に、 3人の学者たちの専門分野、これまでの研究内容

についてふれておこう O

ガードナーは、(ガードナーについては、著者の他の論

文等と重複するので、簡単に説明させて頂く 6)) 1967年の

ハーバード・プロジ、ェクト・ゼロ設立時より、中心的な研

究者として、子どもの芸術的能力の発達、創造性について

研究をしてきた。最近、米国で出版された、 rFifty

Modern Thinkers of Education (近代教育思想家50人).17) 

という文献には、ガードナーは、リー・シュールマン、オー

センティック・ラーニングで有名なリンダ・ダーリング・

ハモンド8) などと並び米国の教育界においても最も影響力

をもっ人物の一人として名を連ねている O

1983年、 MI理論(多元的知能理論:Theory of Multiple 

Intelligences) 9) を発表してからは、現在では世界的に支

持され、米国はもとより、スウェーデン、ブラジル、シン

ガポール、イタリアなどMI理論に対して熱狂的な国も多

くなり、近年、ガードナーは、世界中を飛び回り、各地で

講演が催されている。もっとも熱狂的な受け入れは中国で、

一回の講演に一万人近くが集まるのだという。一夫婦間の

子どもの数が制限されている中国では、 8つの知能の中か

ら、その子にあった指導法を見極め、適切に知能を伸ばす

教育を与え、より有利な職業につかせてやりたいという親

心が働いているようである。ガードナーと話した際、「私

の理論があまり受け入れられてないのは、フランスと日本

くらいである」といわれた。フランスは、他国の動向など

に興味を持たぬ国民性がその理由であろう。日本は、なぜ

かと私に聞かれたが、これには、答えに困ってしまった
10) 。

3. チクセンミハイの専門性と研究

ミハリイ・チクセンミハイの研究テーマは、ガードナー

とのいくつかの偶然も見いだせる。まず、両者は心理学者

であるが、博士論文の研究テーマは、両者ともに創造性を

扱ったものであった。その後の研究テーマも一貫して芸術

的能力の発達、創造性についての研究など非常に似通って

いるのである。最初は、見ず知らずの両者であったが、研

究の接点から出会いがあり、意気投合し、長年ガードナー

とは良い影響を与えあっている研究仲間である。

チクセンミハイは、シカゴ大学で長年教鞭をとった心理

学者であるが、動機づけに関する「フロー (flow)J理
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よって、実験結果にまで大きく影響する。まず、ガードナー

らグッドワークで用いた、ジャーナリストへのインタ

ビュー・プロトコルの例を以下にあげてみよう 16)。各問い

は、 3つから 8つずつあるが、紙面の都合上ここでは、一

部を割愛させていただいた。

l. I目標および目的 (Goalsand Purpose) Jについての

聞い

今あなたが成し遂げようと試みている仕事はどのような種

類のものですか。

2. I信条および価値観 (Beliefsand Values) Jについて

の聞い

あなたのどのような個人的信条が、偉業達成のために貢献

しますか。

3. I仕事のプロセス (TheWork Process)Jについての

聞い

あなたの仕事で何がもっとも誇りをもつことができます

か。

4. I領域での仕事でのポジティブ/ネガテイブなプレッ

シャー」についての問い

あなたの目標の達成を難しくさせている理由は何ですか。

5. I自己形成期の背景」についての聞い

あなたの子どもの頃や青年期、現在の専門職におけるあな

たのアブローチの方法で、最も顕著な影響を受けたと思わ

れるあなたの観点を、思い出してください。

6. Iあなたの仕事の領域の展望」についての聞い

あなたの仕事でどの範囲の仕事が好きで、どの範囲の仕事

が嫌いですか。

7. I倫理的基準」についての聞い

ある人たちはあなたの仕事の領域は、今よりも以前には

もっと倫理的で、あったともいいますが、ある人たちはそう

倫理的でもなかったといいます。あなたの経験からは、如

何でしょうか。

-あなたが尊敬する研究について教えてください。尊敬

する研究で共通している特徴は何ですか? あなたが尊

敬できない研究で共通している特徴は何ですか?

3. I恩恵と価値Jについての問い

-どんな個人の信条、または、あなたの研究の中心的な

価値において、あなたの仕事を導いてきたと言えるもの

はありますか?

・どのような経験や影響が、個人の信条や研究の中心的

な価値(上の質問できいた)で最も重要ですか?

-研究の中心的な価値について同僚たち(研究仲間)と

同じですか、それとも異なりますか?

4. I目標と責任」についての聞い

-あなたの研究で、あなたがやっていること(つまり価

値のあるあなたの研究を仕上げる本質)に意味を与える

全てに関わる最も重要な目的またはゴールがあります

か?これまでの研究で、あなたは矛盾する責任との間で

葛藤など苦難はありましたか?

-その矛盾する責任との葛藤をどう乗り越えましたか?

5. I機会と支持」についての聞い

-あなたが幾度かゴールに達するのを援助したものは、

それは何でしたか?

6. I障害、プレッシャー、報酬」についての聞い

・あなたが目的を達成するのを難しくしている理由は何

ですか?

-あなたが働く場所で、あなたが向き合う最大のプレッ

シャーは何ですか?

7. I自己形成期の背景」についての聞い

-あなたの若い頃を思い出してください。現在の専門職

におけるあなたのアプローチの方法やゴールを達成する

のに、最も顕著な影響を受けたと思われるものは何です

か?

・あなたの研究に対するアプローチの方法で、あなたの

家族から受けた影響はどのようなものですか?

-あなたの研究のアプローチに関して誰が最も大きな影

3.遺伝子工学の研究者への質問 響を与えましたか?

次に、グッドワークで用いた、遺伝子工学の研究者たち ・あなたはどのように、今の職業を決定しましたか?

へのインタビュー・プロトコルの例をあげてみよう17)0 8. I次世代を訓練すること」についての問い

l. Iインタビューのはじまる際」についての聞い

-まず最初に遺伝子工学の研究領域で何があなたを引き

つけましたか?

2. I領域の状況/フィールド(分野):過去、現在、未来」

についての聞い

・あなたの経験の中で何があなたの仕事に良かれ、悪し

かれ最も影響を及ぼしましたか?
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-あなたにとって、若者に言語や行動を通して伝承して

いくのに何が重要ですか?

・あなたの専門領域で、あなたが若い研究者を訓練して

いくのに重要と考える研究内容の質はうまくいっていま

すか?

・どのように異なった方法で若い研究者を訓練するので

すか? あなたの領域で将来を約束された若者を見出す

兆候、または、逆に警告のサインはみられますか?



』ι

9. r仕事における倫理問題」

-あなたの領域に対しての倫理的な不安を持ちますか?

もし、あなたが心配する事柄があれば教えて下さい。

・どのように、あなたは彼らが操作するのか見たいでしょ

うか?

・そこの専門領域では、あなたにやる気をなくさせますか?

・彼らの行為を防ぐことに対する科学者責任は、何ですか?

・あなたの仕事で最も誇りにするものは何ですか?

4. インタビュー後の分析結果からみえてきたもの

ジャーナリスト、遺伝子工学人たちへのインタビュー・

プロトコルは、聞いが同じではなく、その専門性にそって

質問を作成していることがよく解る。

ガードナーたちが行った質的研究法について、もう少し

説明を加えてみたい。発話というプロトコル・データ(被

験者に語らせたテーマ)から、何を読むかが重要になって

くる O

ここでの遺伝子工学、ジャーナリズムのように、 2つの

聞を、比較検討することで、違いを際立たせることが重要

となる。グッドワークの分野では、今日までにジャーナリ

ズム、遺伝子工学でのグッドワーク以外でもビジネスでの

グッドワーク等現在までに可成りの広い範囲で研究がなさ

れてきている。

ジャーナリスト60人、遺伝子工学の研究者、遺伝子工学

の会社の経営者56人、というように、 100人以上に及ぶイ

ンタピユ}を 2つの領域で、行った結果、遺伝子工学に関わ

る研究者たちとジャーナリスト達の間には、はっきりした

違いがみえてきたのである。

コード化 Ccording)による分析の結果、遺伝子工学に

関わる研究者たち、遺伝子工学の会社の経営者も、研究の

到達点を医療の進歩と長寿を願うという目的をモット}と

していた。

モラルの開われる、遺伝子操作、遺伝子組み換えに関し

でも、想像していた以上に遺伝子工学の研究者たちも会社

の経営者たちも問題を抱いていなかった。このように、遺

伝子工学の研究者たちはグッドワークをなすことに対して

難しさを報告しなかった。一方、ジャーナリスト達は情報

を、正確かつ公明正大に伝えるのが重要とされる反面、政

治、芸能スキャンダル、セレブの情報などといった読者の

好奇心に応えようとしていたり、視聴率に重きを置くよう

な、グッドワークに反する両者の葛藤の中で仕事をしてい

ることが浮かび上がってきた。ジャーナリズムと遺伝子工

学の聞には、グッドワークを立証するための驚くほどかけ

離れた、かつ理想的なデータが備わっていたのである。今

日、新聞社、雑誌社、テレビ局、ラジオ局の営業姿勢も、グツ

ドワークの概念に欠けた利益優先主義となっており、イン

ターネットにもその陰が忍びよっている。

5. 3つのM

自分なり、ある人なりが、グッドワ}カ}かどうか判断

する方法として、ガードナーらは、 r3つのMJを提案し

ている O 使命(Mission)、規範(ModeI)、ミラーテスト (Miller

Test)である。まず「専門家としてのあなたの使命は何か」

と問われる。自分の職業の使命は何なのか認識し、確認す

ることが重要である。なぜ、その職業を選んだのか、その

職業の杜会への貢献には何があるのか。第2に、モデル(規

範)である。我々はモデルとなる存在を求め、その存在を

常に確認する。「あなたの専門領域でだれがモデルになっ

ているのかJr規範となるモデルについては尊敬できる立

派なモデルもあるであろうし、その逆にだれな、れのように

はなりたくない」といったネガテイブな役割を果たす悪い

モデルも存在するのである。良い美術教師のモデルをみて、

ああなりたいと願うのと、あんな美術教師だけにはなりた

くないといったものである。また、専門領域でのベテラン

は道徳的な行動のより具体的で、実用的なモデルを持ってい

る。第3は、ミラーテストである。鏡に向かつて、自分は

グッドワーカーであるか。自分の仕事に誇りをもっている

か。グッドワーカーになるためには、何をすべきであるの

かと、鏡を覗き込んで問いかける。定期的に自分に問いか

けをすることが必要であるという。

IV 各分野のグッドワーク・プロジェク卜

1.芸術のグッドワーク18)

芸術のグッドワークの研究は、演劇、ジャズ、ダンスの

分野に至っている。ベテランについての演劇の研究では、

35歳から80歳までの17人の演出家を含む、 3人のプロ

デユーサー、 8人の俳優、 7人の脚本家の35人からインタ

ビューをとれた。特にこれらのグッドワークの研究では、

アーテイストの価値が現代の傾向によって、どのように挑

戦されるのかを探求したり、それぞれのドメインのゴール

や、アーテイストの個人的な興味や目標はどのようなもの

かとか、アーテイストが直面する障害を乗り切る方法など

が調べられた。

2. 医療のグッドワーク19)

医療のグッドワーク研究では、医療の研究における、今

日のチャレンジを探求したともいえよう。 1999年から、

2006年にかけ、第一期、第二期、第三期に分かれて研究が

行われた。第一期には20人の医師に、かれらの医療活動
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に影響を及ぼしている傾向について意見を調査した。また、

未来の技術、医療の商業化、医師と患者の関係を調査した。

第二期は35人の医学部の教師と 5人の内科医へのインタ

ビューによって医学教育について調べた。特に、医療の専

門家意識としての規範となる行動と態度について調査し

た。第三期50人の内科医、心臓外科のインターンにインタ

ビ、ューをとった。グッドワーカーの候補者としてすでに期

待がかけられていた彼らであるが、保険業者からの金銭的

プレッシャー、不正行為への脅威、医学と医学の技術面の

進歩と自分の現況とのギャップ、医学部の卒業生の統計的

変化など、並びくる負の要素に向かつて防備を固めている

ことが分かつた。

3. その他のグッドワークとグッドワーク・プロジェクト

グッドワーク・プロジェクトの使命は、「我々の社会の

中で実践者にグッドワークの発生率を上昇させる方法を決

定する」ことである。我々の社会の中でグッドワークの実

践者にグッドワークの発生率を上昇させる方法を見いださ

せ、将来、グッドワーク・プロジ、ェクトの実践を促進させ

るためのグッドワークの規範となるモデルを作成しようと

いうのが、グッドワーク・プロジェクトの究極のゴールで

ある。

グッドワーク・プロジェクトは、現在、カーネギー財団、

フォード財団、スベンサー財団など米国においても権威の

ある財団の研究援助を受けて規模を年々大きくしていって

いる。これまでプロジ、エクト・ゼロが行ってきた、理論的

研究をまず行い、次に実践的研究に応用していくスタイル

をグッドワーク・プロジ、エクトもヲ|き継いでいる。これら

の一流の財団からの援助を長年にわたって受けでいること

は、意義のある研究で、成果も十分に評価されていること

ととれよう O

ウェンデイ・フイシャマン (WendyFisherman) らは

著書、 fMakingGood.l仰を2004年、出版している。フイシャ

マンらは、特に若い人たちに、様々な分野の仕事を目指す

なかで、グッドワークを実現させる試みを始めている。フィ

シャマンを中心とする「グッドワーク・プロジェクト・ツー

ルキットJ21)に参加することで、他者の共感を伴うような、

高いクオリティと意義のある仕事を行う思考の変革と同時

に勇気を与えるものであるという。ツールキットの参加者

は、支持する専門家の「長所」をクリテイカルな思考で問

いかけ、ツールキット (1一組の道具」という意味からツー

ルキットと名付けられている)を使用しながらグッドワー

クの能力を高めていこうとする試みである。このように、

若い人たちが、自分の仕事を、グッドワークに仕上げるた

めのノウハウを学べることが出来るよう工夫された教育的

なプログラムである。まだ始まったばかりの「グッドワー

ク・プロジェクト・ツールキット」に対しでも、パウマン

財団からの援助もあり、高い将来性と成果への期待が込め

られていることがみてとれよう。

V MI理論と「道徳的知能Jの存在について

ガードナーは、数年前お会いしたとき、「倫理のことば

かり考えている」といっていたが、あまり意味が分からな

かったが、グッドワークを見渡すことで、その意味が分かっ

た。ガードナーのMI理論には、現時点では、「道徳的知能」

は、含まれていない。ガードナーは、 MI理論に、道徳的

知能を含めるかどうか考えたことが語られている22)。ガー

ドナーは、知能であるかそうでないかを決定する際に、い

くつかの条件を満たす必要があると考えている。道徳的知

能について、「領域固有の発達jという点では、ほとんど

の子どもは、 2歳までに、正しいこと間違ったこと(善悪)

の意識を発達させる。デーモンによれば、道徳的意識は、

独特な発達の道筋を通る。

「シンボル体系の存在」では、数論理的知能は、数とい

うシンボル、音楽的知能はリズムやピッチといった特有の

シンボル体系の存在が存在する。長い歴史の中で、社会で

は道徳的な考慮を記号化するシンボル体系を発達させた。

ほとんどの社会で裁判官や長老など特定の個人が、道徳的

領域でシンボル体系を専門に扱ってきた。「進化と脳の部

位」について発達心理学者は、公正さの意識は、人類とい

う種における自然淘汰の結果であるという。また、ある種

の精神病と社会病理は、正しさと誤りの意識が弱まること

も関連しており、または、その意識が感情などのわき上が

るものと分離することも関連しているという。

「脳損傷Jについては、 Untelligence Reframed.l 23) 

で述べられていないが、ウッドロー・ウィルソン大統領の、

脳損傷後の政治決断の不明瞭さについて、『砕かれた

心.124)に詳しくのべられている。

「特殊な個人」に関しては、並外れた認知的業績を示し

た人物の存在の有無である。ガ}ドナーは、 30人ほどの道

徳的な能力に傑出した人物を調べたが、マハトマ・ガン

デイーは別格であるが、他の社会的には卓越した道徳性を

示した多くの人々も残念ながら私生活では道徳的な無神経

ぶりを示し、アインシュタインなどのように、「病跡学J
を書くのがやさしい場合もある。傑出した創造者は、自分

の領域内で許されることと許されないことについての、強

く発達した感覚をもっているようである。こういう感覚の

側面は、厳密に言えば道徳ではないという。カギとなるの

は道徳的領域のスキルが考えられるかであり、ガードナー
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A Study on GoodWork Project by Harvard Project Zero 
- Analytic Study on the Process of Forming the Concept of GoodWork-

IKEUCHI, Itsuro 

University of Fukui 

This study summarizes the achievements I had when I stayed at Harvard Graduate School of Education for a 

year from Sept. 2005 through Aug. 2006 as an oversea researcher dispatched by the Agency for Cultural Affairs. In 

Harvard Project Zero, Howard Gardner was mainly interested, by the time of 2006 through 2007, in the "GoodWork" 

studies including GoodWork Project. The notion GoodWork has never been seen so far in any of the fields like 

psychology and sociology. Authors are three scholars such as Gardner, William Damon of Stanford University and 

Mihaly Csikszentmihalyi of Claremont University. According to Gardner, GoodWork is meant "GoodWork is a work 

requiring the results which are not only superior technically but also responsible ethically as well as morally." As 

opposed to GoodWork, there are bad workers and compromise workers including the journalists who broadcast 

doctored facts and scientists who ignore the differences from research paper or alter the data. GoodWork Project by 

these wise men of the era is an action on the part of scholars started by sensing something wrong in the absurdity 

across the world. 

This discussion is to analyze the studies by the three scholars Gardner, Damon and Csikszentmihalyi and the 

process how the idea GoodWork has been formulated, and is also to verify how the idea of GoodWork is related to, and 

utilized in the fields such as medicine, education and arts in GoodWork Project. 

Quantitative research utilizing statistics recently conceal themselves. However, the qualitative studies done by 

Gardner et al. came to play the main role in pedagogy and art education currently in the United States as well as 

psychological studies. In reality, though, the procedures implemented in the process of GoodWork studies will be 

examined based on Interview Protocol, etc. 
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